
○ 

大
西
運
輸
株
式
会
社

○ 

株
式
会
社
オ
ノ
モ
リ

○ 

加
賀
建
設
株
式
会
社

○ 

株
式
会
社
金
沢
村
田
製
作
所

○ 

株
式
会
社
建
設
ド
ッ
ト
ウ
ェ
ブ

○ 

株
式
会
社
デ
ィ
ッ
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

○ 

株
式
会
社
東
振
精
機

○ 

株
式
会
社
白
山

○ 

株
式
会
社
Ｐ
Ｆ
Ｕ

○ 

株
式
会
社
Ｂ
Ｂ
Ｓ
金
明

○ 

ホ
ク
シ
ョ
ー
株
式
会
社

○ 

株
式
会
社
丸
一
観
光

○ 

三
谷
産
業
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ズ

                          

株
式
会
社

○ 

株
式
会
社
横
山
商
会

○ 
株
式
会
社
ヨ
シ
カ
ワ

○ 

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

     

石
川
支
社

令和７年度いしかわ女性輝く

ダイバーシティ企業塾
開催レポート

県
で
は
、
県
内
企
業
の
幹
部
や
人
事
管
理

者
等
を
対
象
に
、
女
性
が
活
躍
す
る
企
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
「
い
し
か
わ
女
性
輝
く
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
塾
」
を
令
和
４
年
度
よ

り
開
催
し
て
お
り
、
令
和
７
年
度
は
県
内
の

社
が
受
講
、

社
が
修
了
し
ま
し
た
。

本
塾
は
、
浅
野
大
介
副
知
事
を
塾
長
に
、

企
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
進
行
の
も
と
、

県
内
外
の
先
進
企
業
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
た
事
例
研
究
や
、
参
加
企
業
同
士
の
グ

ル
ー
プ
討
議
を
通
し
て
、
多
様
な
人
材
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
に
向
け
た
取
組

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
自
社
の
課
題
に
即
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
連
続
講
座
で
す
。

参
加
企
業
は
、
先
進
企
業
の
事
例
研
究
を

踏
ま
え
、
自
社
の
課
題
や
取
組
等
を
話
し
合

い
、
な
ぜ
女
性
活
躍
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が

必
要
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
取
組
を
進
め
る

か
等
、
活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
、
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
４
・
５
・
６
年
度
修
了
企
業

に
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
取
組
を
進

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
も
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
も
県
内
企
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
・

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
取
組
を
後
押
し
し

て
い
き
ま
す
。

五
十
音
順

1

修
了
企
業

社

16 

受

講

の

流

れ

・

各

回

の

講

演

概

要

石川県生活環境部女性活躍・県民協働課 令和８年3月発行

17

16



2

自身の思考の枠組みを根底から見直す

貴重な機会となりました。

自分の思い込みを自覚できたことは、

今後のマネジメントや組織づくりにおいて

大きな転換点になると確信しています。

他社の事例や意見を聞くことで、自社の

現状や課題を客観的に見つめ直すことが

でき、自社の立ち位置を把握する良い機会

になりました。

受講の流れ

参加者の声

令和7年度いしかわ女性輝くダイバーシティ企業塾

開講式

第１回

ロードマップ作成 フォローアップ研修

第２回 第３回
第４回

交流会

第５回

修了式
取組実行

・グループ討議（異業種企業・職位の方との意見交換）

・先進企業の事例研究（講演）

・ロードマップ
発表

・修了企業との
交流

実行

評価改善

計画

グループ討議テーマ

なぜダイバーシティに取り組まないといけないのか？

私たちの身近にあるアンコンシャス・バイアスについて考える
第1回

私たちのダイバーシティの定義第2回

ダイバーシティに取り組み、企業⾵⼟を変えるため、何から始めるか？第3回

第4回 ダイバーシティを推進する際、反対意見にどう向き合うか

自社で取り入れたい施策を既に導入している

企業の方が参加されていたため、取り組む中

で躓いた際、相談できる相手と実際に繋がる

ことができました。

さまざまな業種の先進企業の取組について、

トップや責任者の方から直接、具体の

エピソード（障壁やそれをどう乗り越えたか等）

を交えて聞くことができ、よかったです。

自社の取組にも生かせると感じました。

・塾長講義



石川県副知事（塾長） 浅野 大介

多様性推進は経営戦略を実現する
ために必要な手段

「
仕
事
を
通
じ
て
お
客
様
や
地
域
に
貢
献
す
る
」
と
い

う
企
業
理
念
の
実
現
に
向
け
、
付
加
価
値
を
提
供
で
き

る
人
材
を
蓄
え
る
と
い
う
信
念
の
も
と
、
①
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
経
営
②
社
員
満
足
度
の
向
上
③
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
強
化
④
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

週
３
日
、
１
日
４
時
間
か
ら
正
社
員
で
の
勤
務
を
可
能

に
す
る
等
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
か
ら
始

め
、
現
在
で
は
女
性
社
員
の
割
合
が
約
２
５
％
、
幅
広

い
分
野
で
活
躍
し
、
短
時
間
勤
務
の
管
理
者
も
誕
生
し

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
高
齢
者
、
外
国
人
、
障
が
い
を

持
つ
人
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
人
材
の
雇
用
も
継
続
的
に
実
施
。

多
様
な
人
材
が
増
え
る
こ
と
で
生
前
整
理
等
、
事
業
の

幅
も
広
が
り
、
付
加
価
値
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
。

社
員
が
健
康
で
長
く
働
け
る
よ
う
、
禁
煙
や
食
育
指
導
、

運
動
機
会
の
提
供
等
、
様
々
な
健
康
経
営
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
会
社
と
な
る
こ
と
で
、
価

格
が
価
値
と
な
り
や
す
い
運
輸
業
界
で
も
価
格
競
争
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

取
組
の
結
果
、
年
々
求
人
応
募
数
が
増
加
。
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
経
営
や
地
域
活
動
で
会
社
を
知
り
、
働
き
た
い

と
い
う
新
卒
者
の
応
募
も
増
加
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
と
健
康
経
営
は
、
担
当
者
だ
け

が
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
経
営
層
含
む
会
社
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
成
果
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
。
お
金
が
か
か
ら
な

い
取
組
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
取
り
組
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
。

大橋運輸株式会社
代表取締役社長 鍋嶋 洋行 氏

ダイバーシティ経営で事業の付加
価値を向上 人が集まる会社に

同
じ
よ
う
な
考
え
を
も
つ

人
し
か
い
な
い
、
同
質
性
の

高
い
組
織
は
、
意
思
決
定
が

速
い
反
面
、
多
様
な
視
点
が

な
い
た
め
、
重
要
な
判
断
を

誤
る
リ
ス
ク
も
、
チ
ャ
ン
ス

を
逃
す
リ
ス
ク
も
高
ま
る
。

逆
に
、
多
様
な
視
点
を
持
っ

た
人
材
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、

経
営
判
断
に
反
映
さ
せ
る
仕

組
み
の
あ
る
組
織
は
こ
う
し

た
リ
ス
ク
が
少
な
い
。
つ
ま

り
組
織
内
の
多
様
性
の
向
上

は
善
悪
と
か
の
問
題
で
は
な

く
、
企
業
の
成
長
戦
略
に
不

可
欠
な
大
前
提
。

組
織
内
に
溢
れ
る
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
無
意
識

の
思
い
込
み
や
オ
ー
ル
ド
・

ボ
ー
イ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

中
高
年
男
性
に
閉
じ
た
意
思

決
定 

は
組
織
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
だ
け
。
こ
れ
を
改
め
る

こ
と
が
組
織
の
成
長
戦
略
の

重
要
な
打
ち
手
。

参
加
者
は
、
先
進
企
業
の
講

演
や
他
の
参
加
企
業
と
の
議

論
を
通
し
て
、
自
社
を
変
え

る
た
め
に
何
を
ど
う
仕
掛
け

る
か

多
様
性
推
進
の
必
要

性
を
、
ど
う
し
た
ら
自
社
の

ト
ッ
プ
が
理
解
し
て
動
い
て

も
ら
え
る
か 

な
ど
を
、
ト
ッ

プ
の
目
線
に
立
っ
て
考
え
、

模
索
し
て
ほ
し
い
。

塾
長
講
義
ポ
イ
ン
ト

受
講
企
業
の
声

多
く
の
取
組
が
し
っ
か
り
と
実
施
さ
れ
、
定
着
し
て
い
る

こ
と
に
感
⼼
し
、
刺
激
に
な
っ
た
。
「
す
ぐ
に
職
場
は
変

わ
ら
な
い
、
担
当
者
だ
け
で
な
く
会
社
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
」
と
い
う
言
葉
が
⼼
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

創業/1954年3月 本社/愛知県 従業員数/101人（うち 男性80人 女性21人
※2026年2月末時点） 事業内容/自動車部品輸送、生前整理・遺品整理、引越し・
片付け・荷物保管 等

3

講
演
ポ
イ
ン
ト

開講式・第1回 令和7年9月1日（月） 令和7年度いしかわ女性輝くダイバーシティ企業塾

(
)

(
)

「

」「

」



NECソリューションイノベータ株式会社
HR統括部長 森 かおり 氏

I＆Dを推進し、持続的にイノ
ベーションを生み出す組織へ

「
会
社
の
一
番
大
切
な
財
産
は
人
」
と

す
る
人
的
資
本
経
営
を
支
え
る
取
組
の

一
つ
と
し
て
、
Ｉ
＆
Ｄ
を
推
進
。

「In
clu

sio
n

」
を
重
視
し
、
Ｉ
＆
Ｄ
と

表
記
。
持
続
的
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
す
組
織
に
は
、
性
別
等
だ
け
で

な
く
、
価
値
観
や
経
験
等
目
に
見
え
に

く
い
多
様
性
も
尊
重
さ
れ
、
包
摂
す
る

（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
）
な
文
化
が
必
要
と

い
う
意
識
で
、
各
種
取
組
を
実
施
。

女
性
社
員
向
け
に
は
、
階
層
別
研
修
や

各
層
横
断
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

中
長
期
的
な
目
線
で
あ
り
た
い
姿
を
描

い
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
。
部
長
級
以

上
を
対
象
に
、
役
員
の
仕
事
に
同
行

  

シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
さ
せ
育
成
を
加
速
す

る
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。

評
価
者
向
け
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
バ
イ
ア
ス
に
囚
わ

れ
な
い
評
価
等
を
促
進
。
採
用
者
向
け

研
修
に
も
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
の

内
容
を
組
み
込
ん
で
い
る
。
取
組
に
よ

り
、
バ
イ
ア
ス
が
社
内
の
共
通
言
語
と

な
り
、
会
議
の
場
等
で
社
員
同
士
バ
イ

ア
ス
の
存
在
に
気
づ
き
、
言
い
合
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

目
標
数
値
の
達
成
を
ゴ
ー
ル
と
せ
ず
、

育
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
等
、

取
組
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
社
内
の

景
色
が
変
わ
り
、
文
化
も
変
わ
る
。

受
講
企
業
の
声

一
人
で
取
り
組
む
の
は
難
し
い
こ
と
で
も
、

社
員
の
人
々
と
チ
ー
ム
で
行
う
こ
と
で
、

成
果
が
出
た
と
の
こ
と
、
会
社
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

取
組
開
始
以
前
は
長
時
間
労
働
、
有
休
取

得
困
難
な
状
況
が
常
態
化
し
た
、
い
わ
ゆ

る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
、
様
々
な
経
営
課
題

が
発
生
。
２
０
１
２
年
か
ら
危
機
感
を
覚

え
た
社
長
が
風
土
改
革
に
取
り
組
む
も
、

社
長
一
人
、
担
当
者
一
人
で
の
取
組
で
は

社
内
の
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

推
進
担
当
者
の
女
性
を
中
⼼
に
、
社
長
の

権
限
を
移
譲
し
た
社
内
改
革
の
た
め
の

チ
ー
ム
を
結
成
。
課
題
の
見
え
る
化

計

画
書
作
成

実
行
と
チ
ー
ム
で
繰
り
返
す

こ
と
で
、
他
の
社
員
か
ら
の
承
認
も
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
内
が
変
化
。

チ
ー
ム
を
中
⼼
に
、
全
社
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
の
企
業
理
念
の
共
有
、
社
員
に
感
謝
を

伝
え
る
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
の
実
施
、
カ

ン
ガ
ル
ー
（
子
連
れ
）
出
勤
や
在
宅
勤
務

へ
の
対
応
等
、
様
々
な
取
組
を
実
施
。
市

や
県
、
国
の
企
業
認
定
制
度
も
活
用
し
、

自
社
の
課
題
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

取
組
の
結
果
、
社
員
の
意
識
や
ス
キ
ル
の

向
上
、
社
員
数
増
加
、
離
職
率
減
少
、
売

上
約
４
倍
等
、
企
業
成
長
へ
と
繋
が
っ
た
。

取
組
は
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
策
定
な
ど
、

お
金
を
か
け
ず
と
も
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
た
。
中
小
企
業
で
も
で
き
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で

み
て
ほ
し
い
。

三承工業株式会社
ダイバーシティ推進室 室長 SDGs担当 神田 純代 氏

ブラック企業から成長企業へ
できることから始めた社内改革

設立/2006年3月 本社/岐阜県 従業員数/44人（うち 男性24人 女性20人
※2025年10月時点） 事業内容/新築工事、土木外構工事、管工事 等

設立/1975年9月 本社/東京都 従業員数/12,497人（うち 男性9,760人 女性2,737人
※2025年3月時点） 事業内容/ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ、ｻｰﾋﾞｽ、基盤ｿﾌﾄｳｪｱ開発 等

受
講
企
業
の
声

人
的
資
本
経
営
の
本
質
は
「
人
を
大
切

に
す
る
こ
と
」
だ
と
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
。
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
取
組
に
つ

い
て
、
全
社
の
施
策
と
し
て
確
立
し
て

い
る
事
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

4

講
演
ポ
イ
ン
ト

講
演
ポ
イ
ン
ト

第2回 令和7年10月2日（木） 令和7年度いしかわ女性輝くダイバーシティ企業塾

(
)

→
→



株式会社CCIグループ（旧 株式会社北國フィナンシャルホールディングス）

取締役監査等委員 横越 亜紀 氏

キャリア自律を促し、
社員の成長を企業成長に繋げる

株式会社エーピーシィ
代表取締役社長 安藤 寛高 氏

「多能工化」と「休みやすさ」で、
女性が主戦力となる職場を実現

5

設立/2021年10月 本社/石川県 従業員数/ 1,888人（うち 男性956人 女性932人
※2025年3月時点） 事業内容/金融、コンサルティング事業、カード事業 等

設立/1978年10月 本社/愛知県 従業員数/67人（うち 男性7人 女性60人 ※2026年

2月末時点） 事業内容/自動車用プラスチック製外装部品の製造

受
講
企
業
の
声

「
誰
で
も
」
使
え
る
制
度
と
い
う
視
点
は

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
と
て
も
重
要
で

あ
る
と
感
じ
た
。
誰
で
も
時
短
勤
務
制
度

は
自
社
で
提
案
し
た
い
。

人
事
戦
略
や
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
は
目
的
で
な
く
、

企
業
成
長
の
た
め
の
手
段
。

施
策
の
必
要
性
や
、
経
営
戦
略
と
の
関
わ

り
等
に
つ
い
て
、
ト
ッ
プ
が
自
ら
の
言
葉

で
繰
り
返
し
発
信
し
、
社
員
に
共
有
す
る

こ
と
が
重
要
。
実
際
に
、
社
長
か
ら
全
社

員
あ
て
に
頻
繁
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
。

銀
行
業
務
に
囚
わ
れ
な
い
新
た
な
業
務
に

も
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

社
員
の
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
促
進
。
個
人
の

キ
ャ
リ
ア
や
ス
キ
ル
等
を
シ
ス
テ
ム
で
見

え
る
化
し
、
人
事
異
動
で
も
活
用
す
る
ほ

か
、
社
内
副
業
・
兼
務
制
度
、
昇
進
や
異

動
で
の
手
挙
げ
制
等
を
実
施
。
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
、
新
た
な
業
務

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
社
員
が
増
加
し
た
。

経
営
会
議
の
様
子
や
役
員
勉
強
会
の
内
容

等
も
全
社
公
開
し
、
社
員
の
学
び
や
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
る
。

短
時
間
勤
務
、
休
職
制
度
は
特
別
な
理
由

な
く
誰
で
も
利
用
可
能
と
す
る
等
、
人
事

制
度
は
細
か
い
設
計
に
し
な
い
こ
と
で
、

多
様
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、

運
用
面
で
の
効
率
化
も
図
っ
て
い
る
。

一
時
退
職
金
の
廃
止
、
勤
続
年
数
に
応
じ

た
給
与
体
系
か
ら
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
評
価
す
る
変
動
的
な
給
与
体
系
に
変

え
た
と
こ
ろ
、
結
果
と
し
て
女
性
の
賃
金

上
昇
に
繋
が
っ
た
。

講
演
ポ
イ
ン
ト

受
講
企
業
の
声

と
て
も
戦
略
的
に
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
経
営
を
実
践

さ
れ
て
お
り
、
驚
い
た
。
今
一
度
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
に
取
り
組
む
目
的
か
ら
考
え
、

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
た
。

現
場
の
非
正
規
率
１
０
０
％
、
残
業
や
休

出
が
多
い
環
境
で
離
職
率
が
高
く
、
製
品

品
質
が
不
安
定
な
状
況
を
脱
す
る
た
め
、

Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
（
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
、
公
平

性
が
担
保
さ
れ
、
皆
が
居
場
所
を
感
じ
ら

れ
る
状
態
）
を
重
視
し
た
経
営
を
推
進
。

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
、
「
多
能
工
化
」
、

「
休
み
や
す
い
職
場
環
境
」
を
柱
と
し
、

２
０
１
７
年
か
ら
取
組
を
開
始
。

周
辺
企
業
（
製
造
業
）
に
お
け
る
女
性
比

率
の
低
さ
に
着
目
。
女
性
を
採
用
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
、
女
性
が
働
き
や
す
く
主
戦

力
と
な
る
職
場
を
目
指
し
て
き
た
。

全
業
務
の
棚
卸
・
標
準
化
・
細
分
化
を
行

い
、
で
き
る
業
務
が
増
え
る
と
評
価
も
上

が
る
人
事
制
度
と
連
携
さ
せ
、
多
能
工
化

を
促
進
。
多
能
工
化
に
よ
り
、
男
性
は
製

造
、
女
性
は
事
務
等
、
性
別
に
よ
る
職
域

の
壁
が
な
く
な
り
、
業
務
の
属
人
化
防
止
、

休
み
や
す
さ
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

有
休
申
請
は
用
紙
に
記
入
し
ポ
ス
ト
に
入

れ
る
だ
け
、
定
例
会
議
は
し
な
い
等
、
休

み
を
と
り
や
す
い
制
度
も
整
備
。
制
度
を

つ
く
る
だ
け
で
な
く
利
用
で
き
る
空
気
づ

く
り
も
重
視
。

一
連
の
取
組
に
よ
り
、
若
年
女
性
中
⼼
に

採
用
応
募
者
が
増
加
、
生
産
と
品
質
が
安

定
し
た
こ
と
で
、
売
上
も
増
加
。

講
演
ポ
イ
ン
ト

第3回 令和7年11月6日（木） 令和7年度いしかわ女性輝くダイバーシティ企業塾



株式会社小宮商店
執行役員 経営企画室 室長 伊藤 裕子 氏

女性活躍推進を原点に、選ばれる
会社へ 職人の後継者不足も解消

6

女
性
中
⼼
に
始
め
た
小
売
で
業
績
が
伸

び
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
２
０
１
６

年
か
ら
、
女
性
も
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
取
組
を
開
始
。

東
京
都
の
女
性
活
躍
に
関
す
る
研
修
会

に
参
加
し
、
学
ん
だ
内
容
を
も
と
に
、

女
性
活
躍
推
進
の
必
要
性
等
を
伝
え
る

社
内
勉
強
会
を
複
数
回
実
施
。
男
性
社

員
か
ら
女
性
優
遇
で
は
？
と
い
う
意
見

も
で
た
が
、
勉
強
会
や
普
段
の
会
話
で

丁
寧
に
繰
り
返
し
説
明
。

全
従
業
員
に
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
社
内
の
課
題
を
抽
出
。
結
果
を

社
長
に
伝
え
、
改
善
可
能
な
こ
と
に
は

対
応
、
困
難
な
こ
と
は
難
し
い
と
理
由

を
添
え
て
説
明
、
と
速
や
か
に
社
内
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
。

業
務
配
分
を
見
直
し
、
主
担
当
と
は
別

に
二
番
手
を
決
め
る
こ
と
で
休
み
や
す

さ
と
生
産
性
を
ア
ッ
プ
。
企
業
交
流
会

で
知
っ
た
他
社
の
取
組
も
取
り
入
れ
つ

つ
、
就
業
規
則
も
整
備
し
、
仕
事
と
家

庭
を
両
立
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
社
員
が
生
ま
れ
た
。

各
種
取
組
は
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
積
極

的
に
公
表
。
女
性
を
中
⼼
に
応
募
者
が

急
増
し
、
採
用
力
強
化
に
繋
が
っ
た
。

業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
高
齢
化
が
進

ん
で
い
た
職
人
の
後
継
者
育
成
も
促
進
。

女
性
職
人
も
誕
生
し
た
。

講
演
ポ
イ
ン
ト

令和５・６年度修了企業 株式会社東振精機のロードマップ取組状況報告

第4回・交流会 令和7年11月25日（火） 令和7年度いしかわ女性輝くダイバーシティ企業塾

従
業
員
の
ハ
ピ
ネ
ス
が
顧
客
の
感
動
を
生
み
、

収
益
向
上
と
企
業
成
長
へ
繋
が
る
「
ハ
ピ
カ

ン
繁
盛
サ
イ
ク
ル
」
の
実
現
に
向
け
、
各
種

取
組
を
実
施
。
そ
の
一
つ
が
女
性
活
躍
推
進
。

取
組
以
前
、
現
場

店
舗  

で
は
、
非
正
規
社

員
の
女
性
が
多
い
一
方
、
正
社
員
に
お
け
る

女
性
割
合
は
低
く
、
勤
続
年
数
も
短
く
、
現

場
の
女
性
管
理
職
、
育
休
後
復
職
率
ゼ
ロ
と

い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
２
０

２
１
年
度
に
女
性
活
躍
推
進
チ
ー
ム
を
発
足
。

部
長
推
薦
で
課
長
候
補
の
女
性
社
員
を
集
め

た
勉
強
会
を
毎
月
開
催
し
、
現
場
で
初
の
女

性
課
長
が
誕
生
。
女
性
社
員
同
士
の
交
流
を

図
る
座
談
会
も
定
期
的
に
実
施
す
る
等
、
女

性
社
員
の
意
欲
向
上
に
繋
げ
て
い
る
。

非
正
規
か
ら
正
社
員
へ
の
間
口
拡
大
や
、
妊

娠
期
か
ら
復
職
ま
で
の
期
間
を
支
援
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
等
、
継
続
就
業
を
促

す
制
度
構
築
や
規
定
整
備
も
進
め
た
。

結
果
、
女
性
管
理
職
率
２
０
％
、
現
場
の
育

休
後
復
職
率
１
０
０
％
を
達
成
。
背
景
に
は
、

チ
ー
ム
へ
の
幹
部
参
画
に
よ
る
意
思
決
定
の

加
速
化
や
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

（
女
性
課
長
育
成
）
の
推
進
が
あ
る
。

男
女
間
賃
金
差
異
を
分
析
し
、

正
社
員
女
性
の
勤
続
年
数
や
昇
進

意
欲
等
の
課
題
を
見
え
る
化
。

従
来
の
取
組
に
加
え
、
人
材
育
成

の
専
門
部
署
に
お
い
て
、
社
員
の

ス
キ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
。

株式会社トリドールホールディングス
ハピネス・ヒューマンサポート本部

   ハピネスカルチャー推進部 部長 古川 雅代 氏

「ハピカン繁盛サイクル」実現へ
上層部を巻き込み、取組を加速

創業/1985年8月 本社/東京都 従業員数/国内 36,692人（うち 男性15,740人 女性
20,952人 ※2025年3月時点） 事業内容/飲食業を中心とする傘下子会社の経営管理
（ブランド例：丸亀製麺、Kona’s Coffee）

受
講
企
業
の
声

社
員
層
の
特
徴
を
理
解
し
、
自
社
に

合
っ
た
取
組
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
参
考
に
な
っ
た
。

受
講
企
業
の
声

高
齢
者
男
性
メ
イ
ン
の
職
場
環
境
か
ら
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
会
社
に
短
期
間
で

変
わ
っ
た
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
驚
い
た
。

社
外
へ
の
情
報
発
信
も
参
考
に
し
た
い
。

設立/1951年3月 本社/東京都 従業員数/ 17人 （うち 男性7人 女性10人 ※2025年

11月時点） 事業内容/日本の織物を使った職人による手作り洋傘の企画・製造・
卸売・販売、海外製洋傘の企画・卸売・販売

講
演
ポ
イ
ン
ト

(
)
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フォローアップ研修 令和7年11月14日（金） 令和7年度いしかわ女性輝くダイバーシティ企業塾

第5回・修了式 令和7年12月22日（月）

取組発表

各社のロードマップについて意見交換

グループの代表企業が塾で学んだことや
ロードマップ、今後の取組等を発表

修了式

コーディネーター講評 株式会社タナベコンサルティング    田上 智則 氏

⼼理的安全性を前提とした、健全な衝突と対話の蓄積で
ダイバーシティは進む

塾長総括 浅野 大介 副知事

本質的課題ほど「最初から」手をつける
多くの組織は「難しい本質的課題」を後回しにしがちだが、⼼理的安全性
の確保やアンコンシャス・バイアスの解消などの本質的な課題は「計画の
最初から」取り組むことが重要。重要な課題ほど時間も手間もかかるが、
対話し続ければ必ず組織は変わるので、頑張ってほしい。

修了証書授与、塾長メッセージ

修了企業代表抱負 株式会社ヨシカワ 総務部次長 三角安代氏
塾での学びや出会いを経て、今後何をしていくべきなのか、何をしてい
かなければいけないのかがより明確になった。今後は本塾で学んだ経験
を生かし、石川を担う一企業として、ロードマップ作成に満足すること
なく、これからがスタートだと捉え、更に取り組みを進めていきたい。

グループ討議

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
会
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

背
景
に
、
２
０
１
２
年
に
Ｄ
＆
Ｉ
の
専
門
部
署

を
設
立
。

女
性
活
躍
で
は
、
女
性
社
員
が
自
身
の
立
場
や

環
境
等
に
あ
わ
せ
た
活
躍
の
姿
を
描
け
、
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
を
越
え
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
、

会
社
へ
の
貢
献
を
実
感
で
き
る
状
態
を
目
指
し

て
い
る
。
実
現
に
向
け
、
会
社
と
女
性
社
員
双

方
の
変
革
が
必
要
。

女
性
社
員
の
声
を
受
け
、
会
社
と
し
て
、
時
間

有
給
休
暇
、
在
宅
勤
務
等
の
制
度
を
整
備
。

結
果
的
に
全
社
員
の
働
き
や
す
さ
に
繋
が
っ
た
。

女
性
社
員
に
対
し
て
は
、
意
欲
や
能
力
向
上
の

た
め
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
実
施
。
当
初
は

女
性
社
員
の
反
発
も
あ
っ
た
が
、
継
続
に
よ
り

口
コ
ミ
で
良
さ
が
広
ま
り
、
参
加
者
が
増
加
。

更
な
る
意
欲
と
能
力
向
上
に
向
け
、
グ
ロ
ー
バ

ル
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
や
斜
め
メ
ン
タ
ー
制
度

（
上
司
以
外
と
の
メ
ン
タ
ー
制
度
）
等
も
実
施
。

全
社
員
に
対
し
て
は
、
社
長
や
社
外
取
締
役
等
、

経
営
層
の
影
響
力
も
利
用
し
、
取
組
の
意
義
を

繰
り
返
し
発
信
。

結
果
が
出
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。
実
際
、
な

か
な
か
結
果
が
出
な
い
苦
し
さ
は
あ
っ
た
が
、

経
営
層
と
も
議
論
し
な
が
ら
取
組

投
資

を
継

続
し
た
こ
と
で
、
女
性
管
理
職
率
は
年
々
上
昇
。

女
性
活
躍
、
Ｄ
＆
Ｉ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
対
話
」

と
「
腹
落
ち
」
。
会
社
（
上
司
）
と
社
員
が
信

頼
関
係
の
中
で
考
え
を
伝
え
合
い
、
双
方
の
思

い
を
あ
わ
せ
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
。

オムロン株式会社 グローバル人財総務本部
ダイバーシティ＆インクルージョン推進課 課長 上村 千絵 氏

「対話」と「腹落ち」がキーワード
一人ひとりにあった活躍の実現を

受
講
企
業
の
声

社
内
で
の
対
等
な
信
頼
関
係
構
築
の
た
め
、

対
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
増
や

す
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

設立/1933年5月 本社/京都府 従業員数/国内11,389人（うち男性8,084人 女性3,305人
※2025年4月時点） 事業内容/制御機器、ヘルスケア、社会システム、電子部品、データ
ソリューション 等

講
演
ポ
イ
ン
ト

(
)
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